
(57)【要約】

【課題】インクジェットヘッドにおいて、接着層を形成

する接着剤のはみ出しに起因したノズルの目詰まりを防

止する。

【解決手段】インクが吐出される複数のノズル１５が形

成されたノズルプレート１６と、インク流路１７を介し

てノズル１５に連通して形成されてインクを貯留する圧

力室、および当該圧力室内のインクに圧力を付与してノ

ズル１５からインクを吐出させるアクチュエータが設け

られたヘッド本体１１と、ノズルプレート１６とヘッド

本体１１との間に設けられ、ノズルプレート１６とヘッ

ド本体１１とを接着する接着層１２とを有し、インク流

路１７の接着層側端部と当該端部よりも内側に位置する

ノズル１５の接着層側端部との距離ｐと接着層１２の厚

さｔとが０≦ｐ≦２ｔの関係を有し、ノズル１５の接着

層側における軸方向断面の角度θ１を４５度≦θ１≦１

１０度とする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
イ ン ク が 吐 出 さ れ る 複 数 の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル プ レ ー ト と 、
イ ン ク 流 路 を 介 し て 前 記 ノ ズ ル に 連 通 し て 形 成 さ れ て イ ン ク を 貯 留 す る 圧 力 室 、 お よ び 当
該 圧 力 室 内 の イ ン ク に 圧 力 を 付 与 し て 前 記 ノ ズ ル か ら イ ン ク を 吐 出 さ せ る ア ク チ ュ エ ー タ
が 設 け ら れ た ヘ ッ ド 本 体 と 、
前 記 ノ ズ ル プ レ ー ト と 前 記 ヘ ッ ド 本 体 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 ノ ズ ル プ レ ー ト と 前 記 ヘ ッ
ド 本 体 と を 接 着 す る 接 着 層 と を 有 し 、
前 記 イ ン ク 流 路 の 前 記 接 着 層 側 端 部 と 当 該 端 部 よ り も 内 側 に 位 置 す る 前 記 ノ ズ ル の 前 記 接
着 層 側 端 部 と の 距 離 を ｐ 、 前 記 接 着 層 の 厚 さ を ｔ と し た と き に 、 距 離 ｐ と 厚 さ ｔ と が ０ ≦
ｐ ≦ ２ ｔ の 関 係 を 有 し 、
前 記 ノ ズ ル の 前 記 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ １ が ４ ５ 度 ≦ θ １ ≦ １ １ ０ 度 で あ
る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 接 着 層 の 厚 さ ｔ が 、 ｔ ＝ １ ～ ５ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ ン ク ジ
ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 イ ン ク 流 路 の 前 記 接 着 剤 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ ２ が ４ ５ 度 ≦ θ ２ ≦ １ １ ０
度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 接 着 層 は 、 接 着 剤 を ス ク リ ー ン 印 刷 法 で 塗 布 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 備 え た こ と を 特 徴 と す る イ ン
ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド お よ び イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド と し て 、 複 数 の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル プ レ ー ト を ヘ
ッ ド 本 体 に 接 合 し た も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 種 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で は 、 ヘ ッ ド 本
体 に は 、 イ ン ク を 貯 留 す る 複 数 の 圧 力 室 と 、 各 圧 力 室 に つ な が る イ ン ク 流 路 と 、 圧 力 室 内
の イ ン ク に 圧 力 を 付 与 し て ノ ズ ル か ら イ ン ク を 吐 出 さ せ る ア ク チ ュ エ ー タ と が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ノ ズ ル プ レ ー ト は 、 各 ノ ズ ル が 各 イ ン ク 流 路 と つ な が る よ う に 、 ヘ ッ ド 本 体 に 接 合 さ れ て
い る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ が 圧 力 室 内 の イ ン ク に 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 、 圧 力 室 内
の イ ン ク の 一 部 が イ ン ク 流 路 を 流 れ 、 ノ ズ ル か ら イ ン ク 滴 と な っ て 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 ノ ズ ル プ レ ー ト と ヘ ッ ド 本 体 と の 接 合 に 際 し て は 、 接 着 剤 が 用 い ら れ る こ と が
多 い 。 し か し 、 ノ ズ ル お よ び イ ン ク 流 路 は 径 が 極 め て 小 さ い た め 、 接 着 に 際 し て 課 題 が 存
在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ れ は 、 接 着 剤 が イ ン ク 流 路 や ノ ズ ル に は み 出 し 、 イ ン ク の 吐 出 不 良 を 招 く お そ れ が あ る
と い う こ と で あ る 。 す な わ ち 、 接 着 剤 が は み 出 す と 、 イ ン ク の 流 動 抵 抗 が 増 加 し て 所 期 の
イ ン ク 吐 出 性 能 を 得 る こ と が で き な く な る の み な ら ず 、 は み 出 し た 接 着 剤 が 熱 硬 化 の と き
に ノ ズ ル に 流 れ 込 み 、 ノ ズ ル の 目 詰 ま り の 原 因 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-188687 A 2004.7.8



そ こ で 、 上 記 の 弊 害 を 防 止 す る た め 、 種 々 の 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 開 平 ５ －
３ ３ ０ ０ ６ ７ 号 公 報 に は 、 接 着 剤 の イ ン ク 流 路 へ の は み 出 し を 防 止 す る た め に 、 ヘ ッ ド 本
体 に 接 着 剤 の 逃 げ 溝 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ３ ０ ５ ２ 号 公 報 に
は 、 複 数 の 流 路 プ レ ー ト を 積 層 す る こ と に よ っ て ヘ ッ ド 本 体 を 形 成 し 、 そ れ ら 流 路 プ レ ー
ト に 対 し 、 積 層 方 向 に 空 気 を 逃 が す た め の 貫 通 穴 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ３ ３ ０ ０ ６ ７ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ３ ０ ５ ２ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 特 開 平 ５ － ３ ３ ０ ０ ６ ７ 号 公 報 お よ び 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ３ ０ ５ ２ 号 公 報 に 開
示 さ れ た イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で は 、 ヘ ッ ド 本 体 に 逃 げ 溝 ま た は 貫 通 穴 を 設 け る 必 要 が あ
っ た た め 、 ヘ ッ ド 本 体 の 構 造 が 複 雑 に な り 、 歩 留 ま り の 低 下 お よ び 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 招
い て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 接 着 剤 と し て 熱 硬 化 性 の 接 着 剤 等 を 用 い る 場 合 に は 、 乾 燥 硬 化 の 過 程 で ガ ス や 水 分
等 の 副 生 成 物 が 生 成 さ れ る こ と が あ る 。 し か し 、 上 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で は 、 接 着 剤
を ヘ ッ ド 本 体 ま た は ノ ズ ル プ レ ー ト に 対 し て べ た 塗 り し て お り 、 副 生 成 物 に 対 す る 配 慮 は
な さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防
止 す る こ と の で き る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド お よ び イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド は 、 イ ン ク が 吐 出 さ れ る 複 数
の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル プ レ ー ト と 、 イ ン ク 流 路 を 介 し て ノ ズ ル に 連 通 し て 形 成 さ れ
て イ ン ク を 貯 留 す る 圧 力 室 、 お よ び 当 該 圧 力 室 内 の イ ン ク に 圧 力 を 付 与 し て ノ ズ ル か ら イ
ン ク を 吐 出 さ せ る ア ク チ ュ エ ー タ が 設 け ら れ た ヘ ッ ド 本 体 と 、 ノ ズ ル プ レ ー ト と ヘ ッ ド 本
体 と の 間 に 設 け ら れ 、 ノ ズ ル プ レ ー ト と ヘ ッ ド 本 体 と を 接 着 す る 接 着 層 と を 有 し 、 イ ン ク
流 路 の 接 着 層 側 端 部 と 当 該 端 部 よ り も 内 側 に 位 置 す る ノ ズ ル の 接 着 層 側 端 部 と の 距 離 を ｐ
、 接 着 層 の 厚 さ を ｔ と し た と き に 、 距 離 ｐ と 厚 さ ｔ と が ０ ≦ ｐ ≦ ２ ｔ の 関 係 を 有 し 、 ノ ズ
ル の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ １ が ４ ５ 度 ≦ θ １ ≦ １ １ ０ 度 と し た も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ に よ れ ば 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防 止 す
る こ と が 可 能 に な る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 イ ン ク が 吐 出 さ れ る 複 数 の ノ ズ ル が 形 成 さ れ た ノ ズ ル
プ レ ー ト と 、 イ ン ク 流 路 を 介 し て ノ ズ ル に 連 通 し て 形 成 さ れ て イ ン ク を 貯 留 す る 圧 力 室 、
お よ び 当 該 圧 力 室 内 の イ ン ク に 圧 力 を 付 与 し て ノ ズ ル か ら イ ン ク を 吐 出 さ せ る ア ク チ ュ エ
ー タ が 設 け ら れ た ヘ ッ ド 本 体 と 、 ノ ズ ル プ レ ー ト と ヘ ッ ド 本 体 と の 間 に 設 け ら れ 、 ノ ズ ル
プ レ ー ト と ヘ ッ ド 本 体 と を 接 着 す る 接 着 層 と を 有 し 、 イ ン ク 流 路 の 接 着 層 側 端 部 と 当 該 端
部 よ り も 内 側 に 位 置 す る ノ ズ ル の 接 着 層 側 端 部 と の 距 離 を ｐ 、 接 着 層 の 厚 さ を ｔ と し た と
き に 、 距 離 ｐ と 厚 さ ｔ と が ０ ≦ ｐ ≦ ２ ｔ の 関 係 を 有 し 、 ノ ズ ル の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向
断 面 の 角 度 θ １ が ４ ５ 度 ≦ θ １ ≦ １ １ ０ 度 で あ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で あ り 、 接 着 層 を
形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る と い
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う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 接 着 層 の 厚 さ ｔ が 、 ｔ
＝ １ ～ ５ μ ｍ で あ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で あ り 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に
起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 イ ン ク 流 路 の
接 着 剤 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ ２ が ４ ５ 度 ≦ θ ２ ≦ １ １ ０ 度 で あ る イ ン ク ジ ェ ッ
ト ヘ ッ ド で あ り 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防 止
す る こ と が 可 能 に な る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 接
着 層 は 、 接 着 剤 を ス ク リ ー ン 印 刷 法 で 塗 布 し て 形 成 さ れ て い る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で あ
り 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可
能 に な る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ
ッ ド を 備 え た イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 で あ り 、 目 詰 ま り の な い 良 好 な イ ン ク 吐 出 性 能 に
よ り 高 画 質 の 印 字 を 行 う こ と が 可 能 に な る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 こ れ ら の 図
面 に お い て 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て お り 、 ま た 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ は 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 備 え た 記 録 装 置 の 全 体 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図
２ は 図 １ の 記 録 装 置 に 装 着 さ れ た 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 示
す 断 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る ノ ズ ル の 一 例 で あ る 軸 方 向 断 面
形 状 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る ノ ズ ル の 他 の 一 例 で あ
る 軸 方 向 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で の ノ ズ ル の 接 着
層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 と ノ ズ ル の 目 詰 ま り 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 、 図 ６ は 本 発
明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る イ ン ク 流 路 の 一 例 で あ る 軸 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面
図 、 図 ７ は 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る イ ン ク 流 路 の 他 の 一 例 で あ る 軸 方 向 の
断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に 示 す イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 （ 記 録 装 置 ） ４ ０ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 構 成 す る 強
誘 電 体 素 子 の 圧 電 効 果 を 利 用 し て 記 録 を 行 う イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド （ イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ）
４ １ を 備 え 、 イ ン ク タ ン ク （ 図 示 せ ず ） か ら 供 給 さ れ て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ４ １ か ら 吐
出 し た イ ン ク 滴 を 紙 等 の 記 録 媒 体 ４ ２ に 着 弾 さ せ て 、 記 録 媒 体 ４ ２ に 記 録 を 行 う も の で あ
る 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ４ １ は 、 主 走 査 方 向 Ｘ に 配 置 し た キ ャ リ ッ ジ 軸 ４ ３ に 設 け ら れ
た キ ャ リ ッ ジ ４ ４ に 搭 載 さ れ て い て 、 キ ャ リ ッ ジ ４ ４ が キ ャ リ ッ ジ 軸 ４ ３ に 沿 っ て 往 復 動
す る の に 応 じ て 、 主 走 査 方 向 Ｘ に 往 復 動 す る 。 さ ら に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 ４ ０ は
、 記 録 媒 体 ４ ２ を イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ４ １ の 幅 方 向 （ す な わ ち 、 主 走 査 方 向 Ｘ ） と 略 垂
直 方 向 の 副 走 査 方 向 Ｙ に 移 動 さ せ る 複 数 個 の ロ ー ラ （ 移 動 手 段 ） ４ ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ４ １ は 、 複 数 の ノ ズ ル １ ５ が 形 成 さ れ た ノ ズ ル
プ レ ー ト １ ６ と 、 こ の ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ が 接 合 さ れ た ヘ ッ ド 本 体 １ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 ヘ ッ ド 本 体 １ １ は 、 流 路 板 １ ９ と 、 圧 力 室 ２ ３ を 区 画 形 成 す る 区 画 部 材 ２ ４ お よ
び ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ を 積 層 し て な る 圧 力 室 部 材 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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そ し て 、 流 路 板 １ ９ に は 、 圧 力 室 ２ ３ と ノ ズ ル １ ５ と を 連 通 す る イ ン ク 流 路 １ ７ と 、 圧 力
室 ２ ３ 内 に イ ン ク を 導 入 す る 共 通 イ ン ク 室 １ ８ と 、 共 通 イ ン ク 室 １ ８ と 圧 力 室 ２ ３ と を 連
通 す る イ ン ク 供 給 路 ２ ０ と が 設 け ら れ て い る 。 流 路 板 １ ９ は 、 複 数 枚 の 薄 板 を 積 層 す る こ
と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 流 路 板 １ ９ は ５ 枚 の 薄 板 に よ っ て 形 成 さ れ て い る
。 薄 板 と し て は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 等 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
圧 力 室 部 材 １ ３ の 区 画 部 材 ２ ４ は 、 感 光 性 ガ ラ ス に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 区 画
部 材 ２ ４ の 種 類 は 感 光 性 ガ ラ ス に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 区 画 部 材 ２ ４ に は 、 流 路 板 １
９ の イ ン ク 供 給 路 ２ ０ と イ ン ク 流 路 １ ７ と に ま た が る よ う に 圧 力 室 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る
。 圧 力 室 ２ ３ は 、 主 走 査 方 向 Ｘ に 延 び る よ う に 長 溝 状 に 形 成 さ れ 、 副 走 査 方 向 Ｙ に 互 い に
所 定 間 隔 を あ け て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ は 、 区 画 部 材 ２ ４ の 圧 力 室 ２ ３ を 覆 う よ う に 区 画 部 材 ２ ４ の 上 側 面 （
ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ が 設 け ら れ る 側 と 反 対 側 の 面 ） に 設 け ら れ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ２
５ は 圧 電 素 子 の 圧 電 効 果 を 利 用 す る い わ ゆ る ピ エ ゾ 式 の ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 特 に 、
た わ み 振 動 型 の ア ク チ ュ エ ー タ で あ る 。 こ の ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５
の た わ み 変 形 に よ っ て 圧 力 室 ２ ３ の 容 積 を 拡 大 お よ び 縮 小 さ せ 、 そ の 拡 大 お よ び 縮 小 に 伴
う 圧 力 室 ２ ３ 内 の 圧 力 変 化 に よ っ て 、 ノ ズ ル １ ５ か ら イ ン ク 滴 を 吐 出 し 且 つ 共 通 イ ン ク 室
１ ８ か ら 圧 力 室 ２ ３ に イ ン ク を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 示 は 省 略 す る が 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ は 、 圧 力 室 ２ ３ を 覆 う 振 動 板 と 、 振 動 板 を 振 動 さ
せ る 薄 膜 の 圧 電 素 子 と 、 個 別 電 極 と が 順 に 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 振 動 板 は 、 厚 さ ２
μ ｍ の ク ロ ム 板 か ら な っ て い て 、 個 別 電 極 と 共 に 圧 電 素 子 に 電 圧 を 印 加 す る た め の 共 通 電
極 と し て の 機 能 を も 有 し て い る 。 圧 電 素 子 は 、 圧 力 室 ２ ３ に 対 応 し て 設 け ら れ て お り 、 厚
さ ０ ． ５ μ ｍ ～ ５ μ ｍ の Ｐ Ｚ Ｔ （ ジ ル コ ル 酸 チ タ ン 酸 鉛 ） 等 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る
。 本 実 施 の 形 態 で は 、 圧 電 素 子 の 厚 み は ３ μ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 個 別 電 極 は 厚 さ ０ ． １
μ ｍ の 白 金 板 か ら な っ て お り 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ の 全 体 の 厚 さ は 約 ５ μ ｍ と な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ヘ ッ ド 本 体 １ １ の 全 体 の 厚 み は 、 た と え ば ４ ８ ０ μ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 ノ ズ ル プ レ ー ト
１ ６ は 、 厚 さ ２ ０ μ ｍ の ポ リ イ ミ ド 板 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ５ が 圧 力 室 ２ ３ 内 の イ ン ク に 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 、 圧 力 室
２ ３ 内 の イ ン ク の 一 部 が イ ン ク 流 路 １ ７ を 流 れ 、 ノ ズ ル １ ５ か ら イ ン ク 滴 と な っ て 吐 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 示 す る よ う に 、 流 路 板 １ ９ と ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ と の 間 に は 接 着 層 １ ２ が 介 在 し て い る
。 つ ま り 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ と ヘ ッ ド 本 体 １ １ と は 、 接 着 層 １ ２ を 構 成 す る 接 着 剤 に よ
り 相 互 に 接 合 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 剤 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば エ
ポ キ シ 系 、 シ リ コ ー ン 系 ま た は ア ク リ ル 系 の 接 着 剤 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 た だ し
、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 は 耐 イ ン ク 性 、 剛 性 、 チ ク ソ 性 等 に 優 れ て い る の で 、 信 頼 性 お よ び 接
着 強 度 を 向 上 す る 観 点 か ら 、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 接 着 剤 は 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ ま た は ヘ ッ ド 本 体 １ １ に 対 し て ス ク リ ー ン 印 刷 法 に
よ っ て 塗 布 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス ク リ ー ン 印 刷 で は 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ の 接 着 面 に 接 着 剤 を 所 定 の パ タ ー ン に 塗 布 す る
。 こ こ で は 、 接 着 剤 と し て 樹 脂 接 着 剤 を 用 い 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ に 対 し て 塗 布 す る 方 法
に つ い て 説 明 す る 。 但 し 、 ヘ ッ ド 本 体 １ １ に 対 し て 塗 布 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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接 着 剤 の 塗 布 に 際 し て は 、 ま ず 、 接 着 剤 の 配 置 パ タ ー ン に 対 応 し た 形 状 に 形 成 さ れ た メ ッ
シ ュ （ 図 示 せ ず ） を 、 ノ ズ ル プ レ ー ト の 接 着 面 に 対 向 さ せ る 。 次 に 、 メ ッ シ ュ の 上 に 接 着
剤 を 載 せ 、 ス キ ー ジ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 、 メ ッ シ ュ の 上 か ら 接 着 剤 を ノ ズ ル プ レ ー ト １
６ に 押 し つ け る 。 こ れ に よ り 、 メ ッ シ ュ の 小 孔 の 内 部 に 接 着 剤 が 押 し 込 ま れ 、 ノ ズ ル プ レ
ー ト １ ６ 上 に 接 着 剤 が 所 定 の パ タ ー ン に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の よ う に し て ノ ズ ル プ レ ー ト 上 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 後 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ と ヘ ッ ド
本 体 １ １ と の 位 置 合 わ せ を 行 い 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ と ヘ ッ ド 本 体 １ １ と を 互 い に 押 し 当
て て 接 着 さ せ る 。 そ し て 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ６ と ヘ ッ ド 本 体 １ １ と 接 着 し た 後 、 所 定 時 間
か け て 熱 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う な ス ク リ ー ン 印 刷 法 に よ れ ば 、 接 着 剤 を 所 望 の パ タ ー ン に 高 精 度 に 配 置 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 １ μ ｍ ～ ２ ０ μ ｍ の 厚 さ の 接 着 剤 を 塗 布 し 、 そ れ を 加 圧 硬 化
す る こ と に よ り １ μ ｍ ～ １ ０ μ ｍ （ 好 ま し く は １ ～ ５ μ ｍ 程 度 ） の 接 着 層 １ ２ を 形 成 す る
こ と と し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ こ で 、 本 発 明 者 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る ノ ズ ル １ ５ の 軸 方 向 断 面 形 状 に つ い
て 考 察 を 行 っ た 。 す な わ ち 、 ノ ズ ル １ ５ の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ １ を 図 ３
に 示 す よ う に 鈍 角 か ら 順 次 鋭 角 に 変 え て ゆ き 、 角 度 θ １ と ノ ズ ル １ ２ の 目 詰 ま り 率 と に つ
い て の デ ー タ を 採 取 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 場 合 に お い て 、 イ ン ク 流 路 １ ７ の 接 着 層 側 の 端 部 と こ の 端 部 よ り も 内 側 に 位 置 す る ノ
ズ ル １ ５ の 接 着 層 側 の 端 部 と の 距 離 ｐ と 、 接 着 層 の 厚 さ ｔ と は 、 ０ ≦ ｐ ≦ ２ ｔ の 関 係 を 有
す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 ノ ズ ル １ ５ の 開 口 部 の 径 は ２ ０ ～ ５ ０ μ ｍ 、 接 着 層 側 の 径 は ３ ５ μ ｍ と し た 。 さ ら
に 、 イ ン ク 流 路 １ ７ の 径 は ４ ０ μ ｍ 、 前 述 し た 距 離 ｐ は ２ ． ５ μ ｍ 、 厚 さ ｔ （ 接 着 剤 硬 化
後 ） は ３ μ ｍ で あ る 。 な お 、 本 発 明 は こ れ ら の 数 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と は も ち
ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
得 ら れ た デ ー タ を 図 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ５ よ り 、 角 度 θ １ が １ １ ０ 度 以 上 で は 目 詰 ま り 率 が 急 激 に 悪 化 し て い る た め 、 イ ン ク ジ
ェ ッ ト プ リ ン タ の ノ ズ ル と し て は 使 用 に 適 し な い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 角 度 θ １ が １ １ ０ 度 以 下 で は ノ ズ ル の 目 詰 ま り 率 の 悪 化 が 顕 著 に な る 現 象 は 発 生 し
て い な い 。 し な し な が ら 、 角 度 θ １ が ４ ５ 度 未 満 で は 、 角 度 が 浅 す ぎ て ノ ズ ル １ ５ の 開 口
部 が 非 常 に 大 き く な っ て し ま い 、 ノ ズ ル １ ２ の 高 密 度 化 を 実 現 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
し た が っ て 、 ノ ズ ル １ ２ の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ １ は ４ ５ 度 ≦ θ １ ≦ １ １
０ 度 が 最 適 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 者 は 、 イ ン ク 流 路 １ ７ の 接 着 剤 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ ２ に つ い て も 考 察
を 行 っ た （ 図 ６ 、 図 ７ ） 。 そ の 結 果 、 角 度 θ １ と 同 様 に 、 １ １ ０ 度 以 上 で は 目 詰 ま り 率 が
急 激 に 悪 化 し た 。 ま た 、 角 度 θ ２ が ４ ５ 度 未 満 で は 、 角 度 が 浅 す ぎ て 段 差 に 近 く な っ て し
ま い 、 ノ ズ ル １ ５ 近 傍 に お け る イ ン ク の 流 動 が 不 安 定 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
し た が っ て 、 イ ン ク 流 路 １ ７ の 接 着 剤 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ ２ に つ い て も ４ ５
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度 ≦ θ ２ ≦ １ １ ０ 度 が 最 適 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
な お 、 本 発 明 で は 、 角 度 θ １ が ４ ５ ～ １ １ ０ 度 で あ れ ば よ く 、 角 度 θ ２ は こ の 条 件 を 満 た
し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で は 、 イ ン ク 流 路 １ ７ の 接 着 層 側 端 部
と ノ ズ ル １ ５ の 接 着 層 側 端 部 と の 距 離 ｐ と 、 接 着 層 １ ２ の 厚 さ ｔ と が ０ ≦ ｐ ≦ ２ ｔ の 関 係
を 有 し 、 ノ ズ ル １ ５ の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ １ を ４ ５ 度 ≦ θ １ ≦ １ １ ０ 度
と し て い る の で 、 さ ら に は イ ン ク 流 路 １ ７ の 接 着 剤 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度 θ ２ を
４ ５ 度 ≦ θ ２ ≦ １ １ ０ 度 と し て い る の で 、 接 着 層 １ ２ を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因
し た ノ ズ ル １ ５ の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
し た が っ て 、 こ の よ う な イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 備 え イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 で は 、 目
詰 ま り の な い 良 好 な イ ン ク 吐 出 性 能 に よ り 高 画 質 の 印 字 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 接 着 層 を 形 成 す る 接 着 剤 の は み 出 し に 起 因 し た ノ ズ ル の
目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る と い う 有 効 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 備 え た 記 録 装 置 の 全 体 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の 記 録 装 置 に 装 着 さ れ た 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
を 示 す 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る ノ ズ ル の 一 例 で あ る 軸 方 向 断 面 形 状 を 示
す 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る ノ ズ ル の 他 の 一 例 で あ る 軸 方 向 断 面 形 状
を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で の ノ ズ ル の 接 着 層 側 に お け る 軸 方 向 断 面 の 角 度
と ノ ズ ル の 目 詰 ま り 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る イ ン ク 流 路 の 一 例 で あ る 軸 方 向 の 断 面 形
状 を 示 す 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お け る イ ン ク 流 路 の 他 の 一 例 で あ る 軸 方 向 の 断
面 形 状 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 ヘ ッ ド 本 体
１ ２ 　 接 着 層
１ ５ 　 ノ ズ ル
１ ６ 　 ノ ズ ル プ レ ー ト
２ ３ 　 圧 力 室
２ ５ 　 ア ク チ ュ エ ー タ
４ ０ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置
４ １ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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